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２Ｄ１０ 

オープンデータによるデータ駆動型研究の推進 
 

○沼尻 保奈美、林 隆之(政策研究大学院大学) 

 

1. はじめに：データ駆動型研究について 

研究活動で得られたデータや知見を、学術界で共有・活用するオープンサイエンスという新たな研究

様式が各国で推進されている。オープンサイエンスは「研究成果およびデータの共有、研究手法の透明

性の確保、研究者の社会的インパクトを増大させる費用対効果の高い取組み」と定義され (RIN/NESTA, 
2010)、日本の第6期科学技術基本計画においてもオープンサイエンスを基盤とした研究活動の推進がさ

れている。 

オープンサイエンスの要素の一つである、「研究成果およびデータの共有」はオープンデータと称さ

れ、それらを集約したビックデータを駆使して行われる研究活動を「データ駆動型研究」という（OECD 

2015）。例えば、遺伝学分野では、ICT の発展によるデータ取得の効率化やコスト低下により、ビック

データの取得および解析に基づく研究が可能になっている。「データ駆動型研究」は新しい概念であり、

明確な定義は未だ存在しない。しかし、OECD のレポートでは、「データ駆動型イノベーション（DDI）」

の一環として、その概念が研究活動にも活用される可能性が示唆されている。DDI は「製品、プロセス、

組織的手法、市場を改善・育成するためにデータと分析を利用すること」と定義される。ICT の発展に

よりビックデータの収集と活用が可能になり、データそのものを扱うイノベーションが期待されている。

近年、学術界では、科学の第四のパラダイムとされる「データ集約型科学発見」の到来に直面している。

これまでデータ集約的ではなかった分野においても、データを利用したシミュレーションを行う研究が

可能になった。オープンデータは、データ駆動型研究の基盤となり、研究活動の活発化や費用対効果を

高めると期待され、その現状についての研究が行われている。例えば、データ共有・活用が盛んである

とされる遺伝学分野や材料科学についてのオープンデータの現状やその要因についての研究は行われて

きた(Suhr,2020)。しかし、研究分野によってデータ引用の習慣に違いがあるため、その引用関係を明

らかにするのは困難である(Nicolas ほか,2014)。そのため、データ公開やその活用が行われている分野

についてデータの引用といった観点から横断的に調査した研究は存在しない。現在、2020 年に FORCE11

（The Future of Research Communications and e-Scholarship）から発出された「データ引用原則の共

同宣言（Joint Declaration of Data Citation Principles：JDDCP）」により、学術界のデータ引用の

慣習化を進める動きがみられる。今後、データ駆動型研究のためのオープンデータ推進の効果を評価す

るためは、公開データの引用関係まで考慮した評価を行う必要がある。本研究では、研究データのデー

タベースを用いて、データ公開や引用の現状がどのように分析されるかを明らかにする。 

 

2.分析：オープンデータの現状とその活用 

2.1 研究の問い 

オープンデータの現状や活用状況が不明な現状を踏まえ、以下の二つの問いを立てる。(1)データ公

開が盛んな国や分野はどこか。(2)データ公開によって「データ駆動型研究」が活性化している分野は

どこか。問(1)に関しては、各国のオープンデータ政策やその速度によってデータ公開数の状況が異な

っていることが想定され、同様に、研究分野によってもオープンデータの重要性の認識が異なるため、

その現状に違いが発生している可能性がある。問(2)に関して、公開されたデータを利用して研究が行

われる分野もあれば、公開データに依存しない研究分野も存在する可能性がある。データ駆動型研究を

推進するための評価をおこなうためには、その分野ごとのデータ公開・利用の現状やその多様性を確認

する必要がある。これまで先行研究では、個別の分野においてデータ公開がなされているかや、データ

公開または理由の動機についての調査がなされてきたが、データ公開・利用の全体像は明らかでない

(Bettina ほか, 2017: Nicolasほか,2014,2020:Silvello)。 
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2.2 分析対象：DCI 登録データの状況 

本研究では、クラリベイト社が発行する Data Citation Index（DCI）を分析に用いる。DCI とは 2012

年から同社で作成されている、401 以上のリポジトリからなる 900 万以上のデータセット等および、そ

れらを引用する論文情報を収録したデータベースである1。さらに、DCI に登録されたデータ（以下、

DCI 収録データ）を引用している論文の情報として同社の Web of Science（WoS）を使用する。これまで

DCI データが公表された初期に、収録データの分野やその引用についての分析がなされたり(Nicolas ほ

か,2014)、DCIの中のソフトウェアに関する分析は行われてきた(Parkほか,2019)。しかし、近年のオー

プンデータの進展の中でデータ公開と活用がどのような現状になっているかは不明である。 

DCI のデータを分析するにあたり、DCI のデータ収録内容の概要を示す。2020 年時点では DCI の総レ

コード数は 13,882,271 件であり、それらデータを引用している WOS 論文はのべ 1,371,848 件である。

DCI 登録データは 4 種類のドキュメントタイプに分類される(図 1)。DCI に含まれるデータの種類として、

データセットが全体の 88%を占めている。 

 

表表  11    DDCCII 収収録録デデーータタのの基基本本情情報報  

ドキュメントタイプ データセット データスタディ ソフトウェア レポジトリ 

 

 

種類の概要 

収集されたデータ、

研究データまたはソ

フトウェアの単一ま

たは一貫したデータ

セット 

研究データまたはソ

フトウェアとともに

リポジトリに格納さ

れている説明 

研究を行う上で使用

されたソフトウェア 

研究データを含むデ

ータベースおよび生

データを格納してア

クセスを可能にする

メタデータ 

データベース数(件) 12,227,647 1,400,409 253,772 443 

引用(件) 1,012,547 294,251 53,453 11,592  

引用割合(％) 73.8 21.4 3.8 0.8 

   

実際に DCI の収録データを確認して明らかになることは、そもそも収録されるような「オープン化さ

れた研究データ」とはどのようなものであり、データは何を「1 件」と数えるべきであるのかが不明な

ことである。そのため、DCI において実際に収録されているデータセットがどのようなものかを理解す

るために、直近でデータ収録数が一番多い2019年において、多くのデータセットが収録されたレポジト

リ上位 10件を表 2 に示す (表 2)。 

 

表表  22  22001199 年年ののデデーータタセセッットトがが収収録録さされれてていいるるレレポポジジトトリリのの頻頻度度上上位位 1100 件件のの情情報報  
 レポジトリ名 データ

数 

運営組織 開始年 分野 概要 

1 Zenodo 550,688 欧州原子核研究機

構(CERN) 

2013 科学技術-その他/複合科

学 

研究者がだれでも自由に研究デー

タを共有するためのオープンプラ

ットフォーム 

2 Figshare 224,254 ディジタル・サイ

エンス 

2011 科学技術-その他/複合科

学 
研究者が図、データセット、画

像、ビデオなどの研究成果を保存

および共有できるオンラインのオ

ープンアクセスリポジトリ 

3 BacDive 162,953 Leibniz Institute 

DSMZ - German 

Collection of 

Microorganisms 

and Cell Cultures 

GmbH 

2012 微生物学 細菌および古細菌の生物多様性に

関する系統に関連した情報を提供

する細菌メタデータベース 

4 Barcode of Life 

Data System 

102,910 生物多様性ゲノミ

クスセンター(カナ

ダ) 

2007 

 

遺伝学、遺伝/生化学、

分子生物学 

DNAバーコード専用のWebプラット

フォーム 

 
1 https://clarivate.com/ja/solutions/data-citation-index/https://clarivate.com/ja/solutions/data-citation-index/ 
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5 European 

Nucleotide 

Archive. 

68,550 欧州バイオインフ

ォマティクス研究

所 

1980 

 

遺伝学、遺伝 注釈付きの DNA および RNA 配列へ

の無料かつ無制限のアクセスを提

供するリポジトリ 

6 Cambridge 

Structural 

Database 

59,717 ケンブリッジ結晶

学研究センター 

1965 

 

結晶学 幅広い有機、有機金属、有機金属

分子を含む分子の 3 次元構造デー

タのリポジトリ 

7 U.S. Census 

Bureau TIGER/Line 

Shapefiles. 

33,080 米国国勢調査局 2007 

 

地理学 米国勢調査局の MAF/TIGER データ

ベースから、道路、鉄道、河川な

どの地物や、法的・統計的な地理

的エリアを抽出した空間ファイル 

8 Mendeley Data 31,812 エルゼビア社 2015 

 

科学技術-その他/複合科

学 
研究者のための研究データ公開リ

ポジトリ 

9 Data Archiving 

and Networked 

Services (DANS-

KNAW) 

20,103 オランダ王立芸術

科 学 ア カ デ ミ ー

（KNAW）/オランダ

科 学 研 究 機 構

（NWO）の研究機関 

2005 

 

地球科学・総合/社会科

学・学際的/地質学/人

文学・総合/社会科学-

その他/芸術・人文学-

その他 

研究者のための研究データ公開リ

ポジトリ 

10 MassBank 16,079 日本質量分析学会

（MSSJ） 

2006 分光学 化合物の同定や構造解明のための

質量分析データを科学研究コミュ

ニティで共有するために設計され

た、公開レポジトリ 

   

レポジトリの頻度上位 10 件のうち、研究者向けの研究データ公開リポジトリが 4 件含まれている

（1,2,8,9）。そこには、研究論文に付属する図表やデータが大量に収録されている。これは初期の

2014年の先行分析(Nicolasほか,2014)では見られなかった状況である。残りの6件は、ライフサイエン

スやバイオ関係の個別の DNA 情報のデータや、米国の地理データ、化学構造データなどが万～数十万件

単位で収録されているリポジトリである。この結果から、オープンデータといっても、少なくとも、研

究者による研究論文に付随するデータ、特定の研究組織が運営するレポジトリにおける分野固有の大量

なデータ、政府機関による調査データなど、異なる種類のデータが混在している現状にある。 

さらに、DCI の引用の殆どが自己引用であるという指摘も上記先行研究で既にされているため、2015

年に引用されたデータセットのいくつかのサンプルについて、それを引用している WOS 論文を確認した。

その結果、特に研究者個人によるデータ公開の場合には、当該論文に付随するデータや図表をリポジト

リに格納したものも「引用」と扱われており、データの自己引用とみられるものが確認された（なお、

自己引用か否かを系統的に確認できる情報は DCI には含まれていない）。収録されたデータセットのう

ちで一度でも引用された割合は 73.8%であるものの、自己引用が多くを占める可能性がある。ただし、

たとえ自己引用が多くとも、そのことは論文に付随するデータが公開されている状況を反映していると

考えれば、データ公開によりデータ駆動型研究の進展状況を反映する指標として見ることは可能である。 

 

3 分析 1：国・分野ごとのデータ公開とその利用の現状 

 問 1のデータ公開が盛んな国や分野を確認するために、「データセット」を対象として、主要10分野

のデータベース数および時系列変化を集計した(図1,2)。図2に関しては 3年移動平均をとった。なお、

分野はデータセットが収録されているレポジトリに対してつけられている。 

 DCI 収録のデータセットは、一番多い分野が遺伝学・遺伝 31.5%、その次に複合科学 23.3%、生化学・

分子生物学 19.6%、結晶学 10.4%である。分野ごとの時系列的な変化を確認すると、どの分野も 2005 年

以降から増加傾向であるが、2015 年から複合科学が急増し、それ以外の分野は減少傾向である。複合科

学に分類されているものは表 2 の上位にも現れた、分野を問わずに研究者が論文付随のデータ等を公表

できるレポジトリに公開されたデータである。つまり、2015 年ごろより研究者個人による、分野を特定

しないレポジトリへのデータ公開が急速に増していることがうかがえ、それまで分野別のレポジトリに

掲載されていたデータセットの一部もそれらのリポジトリに掲載されるようになってきている可能性が

ある。 
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次に、主要国ごとに主要 10 分野のデータセット数を確認した(表 3)。なお、データセットの作成者の

国が付与されているのはデータ全体で2,058,624件であり、全体の16.8%しか国名が付与されていない。

そのため、各国の割合は全体的に大きくない。 

 

アメリカは生化学・分子生物学や遺伝学・遺伝分野において2～3割程度のシェアを有する。中国は、

上位 3 分野以外ではほとんどデータ公開が行われていない。分光学については、日本が上位 17%のデー

タセットを公開している。表２においても分光学分野リポジトリが日本質量分析学会（MSSJ）によって

運営されていることが示されており、日本においてオープンデータが進んできた分野の一つであると言

える。また、ノルウェーに関して、複合科学分野のデータが特出して多いが、これは「DataverseNO」

というナショナルレポジトリを2017年より運用しており、そこに多数のデータが収録されているためで

ある。主要分野を見てみると、政府によるデータ公開が進んでいるアメリカが多くのシェアを有するも

のの、その他の国もデータセットの公開の割合に違いがあり、国によって歴史的にデータ公開に力を入

れてきた分野に違いがある可能性がある。ただし、上述のように DCI において国の付与が全体の 2 割ほ

どしかないため、実際の現状をつかみ切れない限界がある。 

 

44  分分析析 22：：分分野野ごごととののデデーータタ利利用用のの現現状状  

データ公開によるデータ駆動型研究が活発に行われている分野を、量的および質的な観点から分析す

る。分析では第一に、各分野における論文において、何らかのデータ引用がある論文の割合を、直近で

最もデータセット搭載数の多い 2019 年を対象に算出する。対象としたのは 9 分野であり、DCI に登録さ

れているデータセットが全年合計して WOSの論文に2500回以上引用されている分野である。分析の第二

として、論文の分野ごとに、論文が引用している DCI データセット分野の多様度を計測する。これは、

論文がどれほど多用な分野のデータを活用しているかを示すものであり、オープンサイエンスの一つの

表表 33    主主要要国国 55 ヵヵ国国のの主主要要 1100 分分野野ののデデーータタセセッットト数数とと占占有有率率（（％％））  

他他国国//国国ななしし 合合計計

  遺遺伝伝学学・・遺遺伝伝 1,068,211    24     141,983 3      70,931 2      101,772 2      17,940 0      2,980,435  4,381,304  

複複合合科科学学 38,943   1      17,330  0      5,675  0      12,714  0      87,065 3      3,076,184  3,237,913  

生生化化学学・・分分子子生生物物学学 927,307  34     48,520  2      61,967 2      81,463  3      8,653  0      1,595,026  2,722,977  

結結晶晶学学 442      0      10      0      4      0      4       0      -      -      1,436,370  1,436,830  

地地球球科科学学・・総総合合 26,109   3      78      0      207    0      1,027   0      59     0      796,346    823,829    

生生態態学学 59,383   9      8       0      55     0      16      0      19     0      618,876    678,366    

地地理理学学 26,109   3      78      0      207    0      1,027   0      59     0      799,377    826,860    

微微生生物物学学 -        -      -       -      -      -      -       -      -      -      413,251    413,251    

環環境境科科学学 64,168   6      28      0      82     0      125     0      48     0      1,004,335  1,068,792  

分分光光学学 7,416    4      310     0      33,776 17     9,782   5      4      0      149,954    201,267    

  合合計計 12,870,153 

日日本本  ドドイイツツ  ノノルルウウェェイイ

1,446,658          181,639          121,204         140,018          110,637         

アアメメリリカカ  中中国国
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図図  11  主主要要 1100 分分野野ののデデーータタベベーースス数数  
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特徴として、公開されたデータが他分野でも活用されるなどして学際的な研究を推進する触媒的機能を

果たすことが期待されるためである(沼尻ほか,2021)。ここでは、多様度の指標として、経済計量学に

おいて市場の寡占度を測るのに用いられるハーフィンダール指標（HHI）を使用する。HHI は分母（対象

論文数）が大きければ大きいほど多様度が高い結果になるという、規模の影響を受けやすい。そのため、

下記に述べるようにランダムサンプリングを行い、HHI を 1,000 回計算し、その信頼度区間の誤差が一

番小さいサンプル数を採用する。 

まず、各分野におけるデータ引用の割合（DCI 上で一つでもデータを引用している論文の割合）を、

論文全体と、被引用数上位 10%論文の場合とで、表 4 に示す。ただし上述のように、ここには「自己引

用」が含まれるため、純粋な引用よりは、データ公開の傾向を含めた、データ駆動型研究の進展度とし

て解釈すべき指標である。 

表表  44  各各分分野野ににおおけけるるデデーータタ引引用用ががああるる論論文文のの割割合合 

 結果、結晶学は全論文と被引用数上位 10%論文双方で、データを引用している割合が 30%以上あり、そ

の他の分野に比べるとデータ駆動型研究が進んでいると考えられる。次には生態学や生物多様性が 6～

8%と高く、ライフサイエンスや地球科学関係が2～3%という状況である。また、9分野中 6分野において

論文全体でのデータ引用割合にくらべ被引用数上位 10%論文の割合が統計的に有意に上回る傾向が示さ

れた。引用数が高く注目されるような論文はデータ引用（自己引用を含む）を行っている傾向があるこ

とが示された。 

次に、WOS 論文 9 分野が引用するデータベースの HHI の分布を図 3 に示す。1000 から 25000 までの範

囲でデータセットランダムサンプリングを行った結果、サンプル数が1000程度だと全体に対するばらつ

きの誤差が大きくなってしまうため、その誤差がより小さい 2500 サンプル数で 1000 回計算を行った。

全体の結果をみると、各分野によって引用さ

れるデータベースの分野の使われ方に違いが

あることがわかる。結晶学は 0.20〜0.25 と他

分野と比べると集中度が高く、表 4 の結果と

合わせると、2019 年の論文分野においてデー

タセットの引用率は高いものの、引用される

データセットの分野は集中していると言える。

その次に生態学や生物多様性が続き、これら

も特定分野のデータを活用している傾向がみ

られる。一方で、多様度が高いのは複合科学

と社会科学・学際分野であり、論文の分野自

体が学際的であるために利用しているデータ

も多様である。ただし、本分析で用いた HHI で

は、分野間の潜在的な距離の考慮はできていな

いため、更なる多様性の測定が必要である。 
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5.議論 

本研究では、データ駆動型研究の推進の現状を分野横断的に把握するために、DCI のデータをさまざ

まな観点から分析した。 その結果、オープンデータが盛んな国や分野は異なる傾向にあることが明らか

になった。国を挙げてオープンデータを推進しているアメリカは複数の分野においてデータセット公開

数が多い傾向にある。日本は、特に分光学分野データ公開が進んでいる。その一方、近年、分野を問わ

ずに研究者がデータを搭載できるレポジトリ（複合科学分野に区分）のデータセットが急激に増加し、

研究者のデータ公開が進んでいることが分かった。 

論文によるデータ引用率の観点から、とくに結晶学分野においてデータ引用が盛んであるが、引用さ

れるデータセットの分野は集中化している。その一方で、データ引用率は高くないものの、使われるデ

ータベースは多様であるといった分野も存在する。今後は、データベース分野の多様性の評価をする際

に、分野間の距離を測る指標を採用し、国ごとや分野ごとの分析を行うなど、より実態にせまった解析

を行うことが必要である。 

 また、今回の分析から DCI のデータベースを分析する際の制約も明らかになった。これは DCI の問題

というよりは、データを引用した際の論文等への記載方法や、レポジトリにおける引用情報の整備が統

一されていないなど、データ引用の慣習の未確立が、その一因となっていると考えられる(Sivello 

2018)。また、論文とその付随する公開データの関係についても、これを「自己引用」と考えて引用分

析から削除する発想もあるが、一方で、データのほうを主体にみれば、公開されたデータを用いている

論文が、著者が誰であれ存在しているという見方をすることもでき、その場合には、データの利用価値

という観点からは自己引用を削除する必要はないかもしれない。データ引用の考え方自体をさらに検討

することで、指標も再度検討していくことが必要である。オープンデータが研究活動へ与える影響は、

論文数のみではなく研究内容にまで影響を与えうるものである (沼尻ほか,2021)。オープンデータが研

究活動にどのような影響を与えるかを様々な角度から検証していくことが今後の課題である。 
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